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ナチュラルキラー（NK）細胞は、生体防御の最前線として働き、感染細胞やガン細胞の除去に
必須です。NKG2D は、NK細胞、γδT細胞、CD8+T細胞上に発現しているNK活性化レセプ
ターとして知られています。我々は、NKG2Dリガンドのクローニングを通してNKG2Dが、NK 細胞
の機能発現に極めて重要であること、および、CD8+T細胞において、NKG2Dがco-stimulation 
moleculeとして機能していることを見いだしました。本セミナーでは、NKG2Dとそのリガンドの発現
調節を通じて、種々の疾患におけるNKG2Dの役割について報告し、議論させていただきたいと
思います。
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